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１．クボタが提供するスマート農業
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１．クボタが提供するスマート農業
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１．クボタが提供するスマート農業

（１）自動農機の開発ステップ

遠隔監視

搭乗/現地監視

AI

各ステップは農水省の「安全ガイドライン」に準拠した開発段階

Step1：2010年～
人が登場して自動操舵
・操作の一部を自動化

作業支援

Step1：2020年～
人が登場せず有人監視での自動走行
・有人機-無人機協調運転含む

Step3：研究開発中
遠隔監視での自動走行
圃場間移動の自動走行
・農道（公道）走行
・複数の無人機による協調運転
⇒マルチロボットシステム

クボタのブランド構成

レベル1・2

レベル2

（一部レベル１機含む）
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１．クボタが提供するスマート農業

Step１
ハンドル操作の
一部を自動化

Step２
有人監視での自動化

･無人化

Step３
遠隔監視での
無人運転

トラ
クタ

コンバ
イン

田植機

官学研究機関等と
課題抽出と対策の
研究開発を推進中

参考
複数台協調運転実証に
おける遠隔監視基地局

直進アシスト機能
(D-GPS）

オートステア
(RTK-GNSS)

自動運転アシスト（RTK)
(直進キープ機能付き)

21～70馬力 80～105馬力 100馬力

汎用:120馬力自脱:130馬力

直進キープ機能
（DｰGPS)

6条･8条・10条 8条・10条

130～170馬力

汎用:120馬力

自動運転アシスト（RTK)

自脱:72～130馬力

直進アシスト機能
(D-GPS）

（２）クボタの自動運転農機のラインナップ

6条・8条



２．自動運転田植機について
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２．自動運転田植機について

①

① 自動運転（全面匠植え）、条間自動調整：

・ 作成された圃場マップに基づいて最適な作業ルートを生成、
条間を自動調整し、無人田植作業を実施

・ 2周まわり植えは自動化率はほぼ100%

② セーフティ機能：

 ・ 前方・側方・後方 計8か所に超音波ソナーを装備
 ・ 障害物検知・走行ラインからの逸脱・傾斜過大等の異常時に走行停止

②

超音波ソナー
（8か所）

RTKアンテナユニット
(VRS対応可)
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２．自動運転田植機について

③ 可変施肥機能（PF仕様）：

・ KSASに登録されている圃場に可変施肥施肥マップを作成。
・KSASと田植機側の直接通信ユニットが連携（施肥マップ）を受信することで可変施肥を実施。

【可変ポイントでの施肥量調整について】
（例）30kg/10aから40kg/10aに可変する場合

調整時間は車速
によって変わり

ます。

施肥駆動専用電動モータ
・任意の回転数で繰出
ロールの回転が可能。

・0～80kg/10aの施肥
が可能。

※但し、条毎の可変はできません。



３．KSAS（クボタスマートアグリシステム）とは
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KSASとは農業経営を見える化して農業経営の課題解決をサポートする営農・サービス支援システム

外部情報システム
・GIS（地図情報）
・気象情報etc

サービススタッフ
【農機の稼働状況を共有】

農業経営者
【パソコンで情報を活用】

現場スタッフ
【スマホにて作業を記録】

KSAS対応機
【作物情報を収集、施肥情報を活用】

・機械情報
・作物情報
・作業記録

無線LAN

・機械情報
・作物情報

作業指示

整備サービス：
機械トラブルに
迅速な対応

KSASクラウド【農作業情報の蓄積・分析】

稼働・位置情報

圃場 圃場事務所

営農情報管理システム 車両管理システム

（１）KSASの概要
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